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項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一原子力発電所におけるコンクリート除染に有用な情報提供によ

り廃炉作業に貢献することを目指し、核種とコンクリートの相互作用、コン

クリートの変質と水の移動を考慮可能な物質移行の数値モデルの提案とそ

れによる評価を実施することにより、施工時から運転中の履歴によるコンク

リートの変質と事故時の状況を勘案して、事故後から将来に渡るコンクリー

トの放射性核種による汚染分布を推計することを目的とする。また、人材育

成の観点から、本研究への若手研究員の登用および学生の参画を図り、汚染

の現実と核種移行とセメント・コンクリート材料科学の最先端知見を融合さ

せた本研究を通じて、現実の長期的廃炉業務に貢献できる研究者を育成する

ことも目的として、以下の研究開発を行う。 

１）コンクリートの状態／化学組成が核種の収着・浸透・溶出に及ぼす影

響の評価 

２）汚染状況、浸透挙動の評価/予測に向けた手法検討 

３）α核種による汚染メカニズムに関する調査 

２．総合評価 
Ａ

・材料特性に依存する挙動予測の数値化など、新しい成果は得られているた

め、一般炉と事故炉の違いを把握するためにも現場の関係者と意見交換等

を実施し、廃炉作業に役立つように進めて欲しい。

・浸透モデルについて、検討の余地はあるかと思われるが、水の移行をかな

り制御できた点は評価が出来る。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


